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１．背景と目的
　1867年，薩摩藩がイギリス式軍楽隊を組織したことから始まった我が国の吹奏楽活動は，軍
楽隊や職場・学校教育での部活動，さらには一般社会人のコミュニティ活動へと広がり，今日
では１万４千団体ⅰを超える団体が吹奏楽連盟に加盟しており，非加盟団体を含めると相当数
の団体が全国各地でそれぞれに吹奏楽の演奏活動を行っている。
　筆者は本研究に先立つ「芸術と地域活動に関する研究（１）」─ 吹奏楽における表現力向上
についての一考察 ─ⅱにおいて，吹奏楽はその特質や歴史的経緯から屋外での行進や式典での
華やかな演奏が特徴であることを示した。また第二次世界大戦後は学校教育における部活動や
職場・一般社会人といったアマチュアを中心とする活動の広がりと同時に，吹奏楽コンクール
への参加やコンサートホールなどで定期演奏会を開催する団体の増加などにより，屋内での演
奏が主流となって来ていることを論じた。
　更には「芸術の表現活動に関する研究（２）」─ 吹奏楽における演奏会についての一考察 ─ ⅲ
において，吹奏楽における表現活動の主要な場である演奏会の企画・構成にはかくあるべしと
いう定型はなく，演奏団体それぞれの活動目標や活動主旨に沿った企画・構成が考えられ，よ
り確実に効果的に聴衆に受け入れられるよう工夫が必要であると述べた。
　本研究ではこれらを基に，吹奏楽における表現活動がいかに多様性に富んでいるかを明らか
にすると同時に，更なる可能性を見出そうとするものである。
　次に，具体的な考察方法について述べる。
２．考察方法
　「吹奏楽における表現活動の多様性」とはいかなるものかを検討するにあたり，「吹奏楽」「表
現活動」「多様性」の３点をキーワードに整理・分類を行い，吹奏楽における表現活動の特徴
を明らかにしつつ，多様性について考察を行う。
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３．吹奏楽における表現活動の整理と分類
【整理と分類①：吹奏楽とは】
　そもそも「吹奏楽」とはどのような形態を意味するのかを明らかにする。
　標準音楽辞典ⅳによれば『木管楽器と金管楽器を主体とし，これに打楽器を加えた演奏形態。
大規模なものでは，さらにコントラバスなどが加えられることがある。弦楽器を主体としたオ
ーケストラにくらべ，人数の割に音量が大きいことから，ホールでのコンサートのみならず，
野外演奏や行進演奏にも適する。』とあり，英語“wind band” “band”，ドイツ語“Blasorchester”，
フランス語“harmonie”の表記が記されている。
　近年「吹奏楽」と同じ演奏形態を表す語として「管楽合奏」も定着してきている。
　我が国において学校での吹奏楽部（局）のことを「ブラバン」（ブラスバンドの略）と呼ぶ
ことがあるが，本来，英語のブラスバンドbrass bandは金管楽器を主体とし打楽器を加えた
合奏形態の金管バンドを意味しており，ドイツ語のブラスオルケスターBlasorchester（吹奏楽）
とも違う形態を表す言葉である。
　また同辞典によれば「オーケストラ」とは『種々の弦楽器，管楽器，打楽器からなる組織化
された合奏を意味し，その規模は，小は10数名（中略）から，大は100名を越える人員を必要
とするものまで，各種各様である。ただ
し，小オーケストラにあっても，弦楽器
の各パートには通常複数の奏者が当てら
れ，１パート１名を原則とする室内楽と
は，この点が異なる。特殊な楽器編成に
よる＜バンドband〔英〕＞は，オーケス
トラとは区別され（後略）』と記されて
いる。
　以上のことから，吹奏楽と金管バンド，
オーケストラは使用楽器に違いがあるこ
とがわかるが，標準的な編成での各楽器
の担当人数にも違いがある。（表①参照）
　具体的に分類すると「オーケストラ」
は，１パートを複数名で担当する弦楽器
を母体に，１パート１名で担当する木管・
金管・打楽器の組み合わせで編成されて
いる。一方「吹奏楽」は，使用される楽
器はオーケストラで使用される楽器から
弦楽器を除いた木管・金管・打楽器で構
＜表１＞
吹奏楽・金管バンド・オーケストラ使用楽器比較表
楽　　器　　名 吹奏楽 金管バンド オーケストラ
木管楽器
ピッコロ ○ ○
フルート ○ ○
オーボエ ○ ○
クラリネット ○＊1 ○
バスクラリネット ○ ○
ファゴット ○ ○
金管楽器
トランペット ○ ○
コルネット ○ ○＊2 △
フレンチホルン ○ ○
テナーホルン ○
トロンボーン ○ ○ ○
ユーフォニアム ○ ○ △
バリトン △ ○
テューバ ○ ○
バス △ ○＊3
弦楽器
ヴァイオリン ○
ヴィオラ ○
チェロ ○
コントラバス ○ ○
打楽器
ティンパニ ○ ○ ○
大太鼓 ○ △ △
小太鼓 ○ △ △
シンバル ○ △ △
ドラムセット △ ○
グロッケン ○ ○ △
ヴィブラフォン △ △ △
シロフォン △ ○ △
マリンバ △ △
チャイム △ △ △
その他 ハープ △ △ピアノ △ △
＊１　吹奏楽においては，Es管小クラリネット，アルトクラリネットなども使用
＊２　金管バンドにおいてはEsコルネットやフリューゲルホルンなども使用
＊３　金管バンドで使用される金管楽器は殆どがサクソルン族の管楽器
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成されるが，小編成であってもクラリネットは１パートを複数名で担当し，サクソフォンと共
にオーケストラにおける弦楽器群の役割を担っている。
　また「金管バンド」は金管楽器と打楽器だけで構成されるが，オーケストラや吹奏楽でも使
用される金管楽器はトロンボーンのみで，他はコルネットやアルトホルン，バリトン，バスと
いったサクソルン属ⅴの金管楽器が使用される。また各パート１～４名を基本として編成され
ている。
　更に特徴的なことは，オーケストラにおいては小編成から大編成まで全体の人数は様々であ
るが，二管編成や三管編成など管・弦楽器の人数配置において基本的な規則がある。
　一方，吹奏楽においてはオーケストラほど明確な基準となる人数配置はなく，様々な編成で
構成されている。
　次に代表的な形態を示す。
１）シンフォニックバンド：100名を超える大編成で，フルート20名，クラリネット30名な
どほぼ全パートを複数名で演奏するため迫力あるサウンドが特徴。
２）コンサートバンド：60～80名ほどの大編成で，ほぼ全パートを複数名で演奏するが，
シンフォニックバンドよりはまとまりあるサウンドと豊かな表現力が特徴。
３）ウインドオーケストラ（ウインドシンフォニー）：50名前後の中編成で，木管楽器を中
心に各パートを複数名で担当し金管楽器は各パート１名を基本とし，楽器間のバランス
が取れたサウンドで且つ豊かさを兼ね備えた演奏が特徴。
４）ウインドアンサンブル：フレデリック・フェネルⅵが提唱した各楽器の音色を生かした
35名程度の管打楽器による室内楽的な演奏形態。クラリネット以外は各パート１名。
５）マーチングバンド：アメリカンフットボールのハーフタイムショーで隊形変換をしなが
ら演奏するフィールドドリルを目的とする編成。上記 １）～４）で使用される楽器類
を用いるが，管楽器のベルが全てフロントを向いているマーチング仕様になっているな
ど，動き易さと音量に配慮した形状に改良されている。
　演奏形態として上記のような違いはあるものの，具体的にどの楽器が何名などという決まり
は無く，それぞれの団体が自由にそれぞれの名称を使用し活動している。
　これに対し金管バンドは28名編成を基本とし，作品も殆どがこの編成のために書かれてい
る。日本においては小学校で金管バンドを編成している例が多く，その場合，学校事情や予算
の都合により基本編成とは異なることも多い。
　金管バンド28名標準編成の詳細は次の通り。ソロコルネット４名，ソプラノコルネット１
名，リピアノコルネット１名，セカンドコルネット２名，サードコルネット２名，フリューゲ
ルホルン１名，テナーホーン３名，バリトン２名，トロンボーン２名，バストロンボーン１名，
ユーフォニアム２名，E♭バス２名，B♭バス２名，パーカッション３名。（ソロ・リピアノ・
セカンド・サードの各コルネットは同じB♭管の楽器であるが，演奏上の役割分担で分かれて
いる。）
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　以上，「楽器編成」の観点からの比較により「表現力」の一要素である「サウンド（響き）面」
での特徴を整理すると，弦楽器を主体とする「オーケストラのサウンド」は，繊細なピアニッ
シモから豊かなフォルティッシモに至る弦楽合奏の響きに，管楽器それぞれの特色ある響きが
彩られ，バスパートと一体化したティンパニが音楽の骨組みをより強固にしながらその他の打
楽器が効果的に使われ，多彩な表現を可能にしている。
　一方「吹奏楽」においては，クラリネットとサクソフォンがオーケストラの弦楽器群の役割
を担いサウンドの中心をなしており，フルートやオーボエ・ファゴットなどの木管楽器と各種
金管楽器はその個性的な音色を生かした彩りを創り出している。打楽器は様々な種類の楽器が
数多く使用され，単なる効果音にとどまらず演奏表現にとって，より大きな存在感を与えてい
る。これら多種多様な楽器の組み合わせにより，弦楽器は使用しないものの繊細な音色の違い
から迫力あるサウンドまで様々な表現を可能にしている。
　また「金管バンド」においては，同属管楽器による合奏のため弦楽合奏のように統一感があ
るのに加え，サクソルン属独特の柔らかく輝きのあるサウンドが特徴となっている。
　次に「表現力」の一要素である「音量面」について比較してみると，編成の大きさからもオ
ーケストラが大きな音量で演奏可能なことが想像できるが，「吹奏楽」と「金管バンド」は音
量の豊かな楽器（管・打楽器）のみを使用しての演奏であり，人数は少なくてもオーケストラ
に匹敵するほどの音量で演奏することが可能であることは大きな特徴といえる。
　以上，オーケストラ・金管バンドと比較しながら述べてきた「吹奏楽」の特徴をまとめる。
　「吹奏楽」とは，管楽器と打楽器の編成による演奏形態で，オーケストラや金管バンドのよ
うな標準的編成は決まっていない。人数面と目的とする演奏場面の違いにより，異なる名称で
呼ばれている。合奏体としてのまとまりあるサウンドと各楽器の特徴的な音色の組み合わせや
多種多様な打楽器の使用により，様々な表現が可能な演奏形態である。また少人数でも音量的
に幅の広い演奏が可能であるといえる。
　次に，吹奏楽における「表現活動」とはどのようなものかについて，整理・分類を行なう。
【整理と分類②：表現活動とは】
　「吹奏楽」は音楽活動の中の一形態であるから，その「表現活動」の中心は「演奏活動」で
あるといって間違いは無いであろう。では，我が国においてどのような「演奏活動」が行われ
ているのかを整理・分類してみる。
　「吹奏楽」の演奏団体としては，アマチュアとプロフェッショナル（職業）の２通りが考えられ，
どちらにおいても組織や構成メンバー，活動目的などによって更にグループ化される。
　学校での部活動などのスクールバンドや地域での少年団活動，職場組織や一般社会人による
コミュニティバンドなど，同じアマチュアによる同じような形態の演奏会であっても，実施方
法や会場設定，入場料や演出方法などに違いがある。またプロの演奏団体が行う演奏会であっ
ても，東京佼成ウインドオーケストラなどの職業演奏団体と自衛隊音楽隊，警察音楽隊，消防
音楽隊はそれぞれに立場が違い，その目的に沿ったプログラム構成や演出がなされることは言
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うまでもないことである。
　更に吹奏楽演奏が行われている場面で整理すると，屋内でのコンサート，屋外でのコンサー
ト，式典での演奏，パレード演奏，マーチング演奏，野球の応援演奏などがあげられ，これだ
けでも表現活動の場が各種あることがわかる。
　次に，本研究で取り上げる表現活動の「多様性」とはどのようなことをさすのか，整理・分
類を行なう。　
【整理と分類③：多様性とは】
　吹奏楽における表現活動，即ち演奏活動の「多様性」とはどのようなことをさすのか，具体
的なポイントを整理してみると次のようになる。
１．演奏団体の立場による多様性
２．編成の違いによる多様性
３．演奏作品及びプログラム構成の違いによる多様性
４．表現方法の違いによる多様性
上記項目について，それぞれ詳しく説明を行なう。
１．演奏団体の立場による表現活動の多様性
　先に述べた日本国内での演奏活動を職業とする団体についてその立場や目的などを説明
すると概ね次のように言える。
１）職業演奏団体
　定期演奏会をはじめ各地で公演，学校音楽教室，福祉訪問コンサート，レコーディ
ングなどを行なうプロの演奏団体。国内には東京佼成ウインドオーケストラ，東京吹
奏楽団，シエナウインドオーケストラ，大阪市音楽団，フィルハーモニック・ウイン
ズ大阪，広島ウインドオーケストラなど約10団体が存在する。中でも東京佼成ウイン
ドオーケストラは立正佼成会付属の「佼成吹奏団」として1960年に結成されて以来，
高い技術と音楽性を備えた吹奏楽団として日本の吹奏楽界をリードし，数多くの委嘱
作品の発表や300を超える録音等の活動を行っている。
２）自衛隊音楽隊
　陸・海・空の各自衛隊にそれぞれ音楽隊があり，自衛官による専務隊として活動し
ている。各種儀式や式典での演奏，隊員の士気振作のための基地訪問演奏，広報活動
としての定期演奏会や日本各地でのコンサート，国際交流としての海外訪問演奏を行
なっている。
３）警察音楽隊
　音楽の演奏を通じ市民と警察との融和を図り，警察活動の広報を目的に警察官等に
よって構成されている音楽隊。音楽活動を専門とする専務隊は警視庁や北海道警察な
ど全国に10隊のみで，他は警察の通常業務を兼ねている兼務隊。交通安全運動や防犯
運動としてパレードやコンサート，学校での音楽鑑賞教室などを行なっている。
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４）消防音楽隊
　音楽の演奏を通じ消防職員の士気を高め，併せて市民の防火・防災意識の向上を図
ることを目的に，消防吏員等によって構成されている音楽隊。音楽隊業務を専務とす
る団体は東京消防庁音楽隊など数隊のみで，殆どが日常的に消防業務を担当しつつ音
楽隊業務も行う兼務隊である。消防団訓練大会等での式典演奏や各種防火演奏会，防
火パレードなどを行なっている。
　上記４種の演奏団体を比較整理すると，純粋に吹奏楽における芸術性や娯楽性，より高
度な音楽性を追及する集団として演奏活動を行っているプロの吹奏楽団は全国で10団体
ほどであり，自衛隊・警察・消防の各音楽隊は国や都道府県，地方自治体といった組織の
一部として活動しており，式典での儀礼演奏や隊員の士気高揚を目的とする演奏，防犯・
防災など市民への啓蒙活動などが共通している。しかし国際交流の意義付けがなされてい
る点では自衛隊の活動は特筆される。
　アマチュアの演奏団体においても，部活動としてのスクールバンド（大学バンドを含む）
と音楽大学や音楽高校における授業としての吹奏楽活動では，同じ定期演奏会でもその取
り組み内容は違っており，職場のバンドと一般社会人による市民吹奏楽団でも当然ながら
演奏会のプログラム構成として取り上げられる作品の傾向や演出方法，会場などが具体的
に違ってくることになる。
２．編成の違いによる多様性
　上記【３－①吹奏楽とは】で述べたように，基
本となる編成は決まっていないものの吹奏楽コ
ンクールにおける編成基準はひとつの目安とな
っていると考えられる。（表２）
　しかしながら現実的には，楽器購入資金や演
奏メンバーの確保が出来ず偏った編成や少人数
での混合アンサンブルにならざるを得ない団体
があることは事実である。それ故に自分たちの
編成に合った編曲や工夫が必要となる場合が多
く，結果として同じ作品を演奏しても演奏団体
ごとの特徴や個性が感じられる演奏が多くなっ
ている。
　また，このコンクール課題曲における編成基
準は，クラシックのアレンジ作品や吹奏楽のオ
リジナル作品を演奏することを前提としたもの
であり，マンボやボサノヴァといったラテン音
楽やロック系のポピュラー作品，ジャズなどを
＜表２＞
吹奏楽コンクール編成基準
楽　　器　　名 大編成 小編成
木管楽器
ピッコロ ○ ○
フルート1・2 ○×4 ○×2
オーボエ ○×2 △
ファゴット ○×2 △
Ｅ♭クラリネット ○ △
Ｂ♭クラリネット1・2・3 ○×9 ○×6
アルトクラリネット ○ △
バスクラリネット ○×2 ○
アルトサックス1・2 ○×2 ○×2
テナーサックス ○ ○
バリトンサックス ○ ○
金管楽器
トランペット1・2・3 ○×5 ○×3
ホルン1・2・3 ○×3 ○×3
ホルン4 ○ △
トロンボーン1・2・3 ○×3 ○×3
ユーフォニアム ○×2 ○
テューバ ○×2 ○
弦楽器 コントラバス ○×2 △
打楽器
ティンパニ ○ △
大太鼓 ○ ○
小太鼓 ○ ○
シンバル ○ ○
サスペンデッドシンバル ○ ○
グロッケン ○ ○
ヴィブラフォン △ △
シロフォン △ △
マリンバ △ △
チャイム △ △
その他
ハープ △ △
ピアノ △ △
合　計　人　数 50 30
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演奏するには，エレキベースやドラムセット，ラテンパーカッションなどを使用し，それ
ぞれの曲にあった演奏表現を工夫している。
　またマーチングスタイルでの演奏にはフロントベルスタイルと呼ばれる楽器が使用さ
れ，音楽に合わせて動きながらフォーメーションを変化させつつ音の方向性を利用し，躍
動的な音楽を視覚的にもより一層楽しむことが出来るよう工夫がなされている。
３．演奏作品及びプログラム構成の違いによる多様性
　先に述べたように，吹奏楽では様々なジャンルの作品が演奏されている。歴史的にも重
要な意味を持つ行進曲やファンファーレなどの式典曲，クラシック名曲の編曲作品，ダン
ス音楽を中心とするラテン音楽，スイングなどのジャズ作品，歌謡曲や演歌，童謡，民謡，
映画音楽，そして吹奏楽のためのオリジナル作品と，オーケストラに比べその範囲は遥か
に広く，演奏できないジャンルは無いといっても過言ではない。
　また，プログラム構成を見ても，クラシックやオリジナル作品だけのコンサートも映画
音楽やポピュラー作品だけのコンサートも可能であり，更には様々なジャンルを組み合わ
せたコンサートも可能である。それぞれの団体がそれぞれの目的に合ったプログラム構成
と選曲を工夫して活動している。
４．表現方法の違いによる多様性
　先に吹奏楽では様々なジャンルの作品を演奏すると述べたが，１つの作品を吹奏楽で演
奏しようとした場合でもその表現方法は多岐にわたっている。有名な「アメイジング・グ
レイス」を例にとると，そのまま賛美歌風に書かれた作品やアルトサックスなど何かの楽
器ソロ用にバンド伴奏で書かれた作品，フルートやトランペットなどパートやセクション
ソリ用に書かれた作品，ジャズ風に編曲された作品，楽器紹介的に各楽器でメロディを分
担する作品など，同じ曲でありながらその表現方法は実に様々にアレンジされている。
　また，スタンドプレイやダンシングプレイなど演奏者の身体的パフォーマンスによる表
現方法や，照明やスライド・映像などを活用した表現方法，朗読やダンスなど文学や踊り
とのコラボレーションでの表現方法など，既に多種多様な演出が行われている。
　以上の整理分類を基に，次に「吹奏楽における表現活動の多様性」について考察する。
４．考　　察
　これまで「吹奏楽」「表現活動」「多様性」をキーワードに整理分類してきたが，「吹奏楽」な
らではの特徴①使用楽器が管打楽器である→音量が大きく，湿度変化の影響が少なく，持ち運び
が比較的容易であること，②編成が比較的自由である→その団体に合った校訂→サウンドや表現
方法の独自性が得られること，③屋内外を問わず多様な場所での演奏活動が可能であること，④
プロ・アマを問わずそれぞれのバンドの立場や技量に合わせた編曲が工夫されていること，⑤演
奏者の各種パフォーマンスや照明などの演出方法が豊富であることなどが明らかになった。
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　終戦後昭和が終わるまでの約40年間はコンクールへの参加を通じて演奏技術向上が目覚し
い時代であったが，平成に入ってからの20数年はより完成度の高い演奏が可能になると同時に
様々な演奏活動が工夫されてきた。一時期に比べパレードなど野外演奏の機会が少なくなって
きたとはいえ，野球の応援や祭事，式典などもあり，屋内での演奏も本格的なコンサートホー
ルから体育館や福祉施設，駅庁舎や大型店舗の中など実に様々な場で演奏する機会が増えてい
る。また，聴衆となる側も幼稚園児から小中高等学校の児童生徒，一般社会人さらには高齢者
とその年代も幅広く，当然のことながら対象となる聴衆の年齢層や好みに応えるべく選曲やプ
ログラム構成を工夫して演奏されてきている。
　昭和初期生まれの第１世代，筆者を含む戦後生まれの第２世代，八條・多田を含む昭和後期
生まれの第３世代，そして平成生まれの第４世代と，吹奏楽界においても家族３世代で演奏活
動を楽しめる時代となってきた。今後は，それぞれのバンドの特色を生かした編曲や他分野と
のコラボレーションにより，より一層幅広い聴衆層にアピールする工夫や，演奏者自らが楽し
むことができる表現活動の時代になることと思われる。
　本研究においては，イギリスを中心とする金管バンドの楽しみ方との比較を交え，吹奏楽活
動の多様性について考察していく予定である。
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